
平
成
30
年
度
実
施
分
　地
域
予
算
事
業
計
画
書
を
提
出

　

10
月
14
日
に
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
地
域
自

治
交
流
会
に
お
い
て
、
各
地
域
会
議
か

ら
市
長
へ
地
域
予
算
事
業
計
画
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
地
域

自
治
制
度
に
よ
り
、
栃
木
市
内
8
地
域

に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
会
議
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
予
算
提
案
制
度
は
、
地
域
会
議

の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
、
地
域
会
議

に
よ
り
集
約
さ
れ
た
各
地
域
の
意
見
を

市
の
予
算
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
地
域
課
題
を
効
率
的
に
解
決
す
る
仕

組
み
で
す
。
各
地
域
会
議
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
課
題
や
活
性
化
策
に
つ
い
て
意

見
を
集
約
し
た
後
、
事
業
所
管
課
と
協

議
を
し
な
が
ら
事
業
計
画
書
を
作
成
し

ま
し
た
。
市
長
は
地
域
会
議
か
ら
提
出

さ
れ
た
事
業
計
画
書
を
予
算
案
に
反
映

し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
30
年
度
に

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

都
賀
地
域
会
議
が
提
案
し
た
事
業
の

概
要
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
各
地

域
の
提
案
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
都
賀
地
域
会
議
が
提

案
し
、
今
年
度
実
施
さ
れ
た
「
つ
が
の

里
活
性
化
事
業
」
と
「
都
賀
子
育
て
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
、
３
ペ
ー
ジ
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

事業名番号

1

3

2

【継続】

地域活動支援事業

交通安全啓発事業

○目的　　　・事業概要 概算事業費（千円）

○公園内の環境を充実させ、年間を通した誘客
　を図り更なる賑わいを創出する。
・ ハスの古根除去や株分け、土壌改良等を実施し、ハ
　 スの再生を図る。
・ 老朽化したハス池内の休憩所の屋根を塗装し、景観
　の向上を図る。

○道路を横断する際の子どもの安全確保と地域
　の交通安全に対する意識の向上を図る。
・ 丈夫な素材でできた横断旗を購入し、横断歩道付近
　に設置する。
・交通安全啓発チラシを配布する。 

○備品を整備することで利便性と安全性を高め
　地域活性化につなげる。
・ 屋外イベントでも使用できる机とイスを購入し、住民
　が各種イベント等地域活動に活用する。

10

市長に事業計画書を提出する山田副会長

建設水道部
公園緑地課

生涯学習部
公民館課

生活環境部
都賀市民生活課

担当課

807

1,491

482

つがの里
　　  活性化事業
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10
月
14
日
に
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
地
域
自
治
交

流
会
に
お
い
て
、
各
地
域
会
議
か
ら
市
長

へ
提
出
さ
れ
た
地
域
予
算
事
業
計
画
書
の

内
容
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

計
画
書
の
提
出
後
は
研
修
会
が
行
わ

れ
、
栃
木
市
特
別
顧
問
で
栃
木
市
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
会
議
委
員
長
の
大
友
崇
義
氏

に
「
新
し
い
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
課

題
と
展
望
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
概
念
は
と
て
も
広
い
も

の
で
す
が
、
大
友
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
生

涯
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
く
の
が
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

意
味
の
一
つ
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

栃
木
市
に
は
、
自
治
基
本
条
例
と
地
域

支
え
合
い
活
動
推
進
条
例
が
あ
り
、
こ
の

２
つ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
条
例
の
あ
る
自
治
体
は

ま
だ
数
が
少
な
く
、
先
進
地
と
い
え
ま

す
。

　

社
会
福
祉
の
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
皆
が
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
自
治
交
流
会
を
開
催

地域会議名 内　容

１ 公園遊具整備事業
２ 観光案内誘導サイン整備事業
３ 栃木駅北誘導サイン整備事業
４ 栃木中央地域交通事故防止対策事業

栃木中央

１ 大塚運動広場整備事業栃木東部

１ 幟旗（のぼりはた）設置事業
２ 栃木西部地域交通事故防止対策事業
３ まちづくり塾の開催
４ 栃木西部地域観光コースの設定

栃木西部

１ 大平地域交通事故防止対策事業
２ 大平運動公園健康づくり促進事業
３ 林道西山田線アジサイ保全事業
４ 晃石山ハイキングポイント整備事業
５ 地域活動支援事業

大平

地域会議名 内　容

１ 渡良瀬遊水地案内看板掲出事業
２ 観光案内看板整備事業
３ 藤岡渡良瀬運動公園憩いの場設置事業
４ わたらせふれあい農園整備・利用者支援事業

１ つがの里活性化事業
２ 地域活動支援事業
３ 交通安全啓発事業

藤岡

都賀

１ 西方ふれあいパーク花の滝整備事業
２ 西方地域交通事故防止対策事業

西方

１ 岩舟総合運動場遊具設置事業岩舟

各地域会議の地域予算事業内容

熱心に話を聴く参加者

大友崇義氏
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つ
が
の
里
活
性
化
事
業
実
施
報
告

学
童
保
育
「
も
の
作
り
教
室
」
開
催

　

平
成
２９
年
度
つ
が
の
里
活
性
化
事
業

と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
に
ガ
ー

デ
ン
ベ
ン
チ
テ
ー
ブ
ル
が
６
台
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
複
合
遊
具
や
ザ
イ
ル
タ

ワ
ー
の
そ
ば
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ベ

ン
チ
に
座
っ
て
、
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、テ
ー

ブ
ル
が
あ
る
の
で
お
弁
当
な
ど
を
食
べ

る
際
に
も
便
利
で
、
角
度
の
調
節
で
き

る
大
き
な
パ
ラ
ソ
ル
も
立
て
て
あ
り
ま

す
。
休
憩
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
１０
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
の
花
壇
に
植
え
た
紅
白
の
リ
コ

リ
ス
（
彼
岸
花
の
仲
間
）
が
９
月
中
旬

に
花
を
咲
か
せ
、
花
の
少
な
い
時
期
の

つ
が
の
里
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
夏
休
み
の

思
い
出
と
な
る
も
の
づ
く
り
や
遊
び
に

夢
中
に
な
っ
て
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

パラソル付きのガーデンベンチ・テーブル

真っ赤なリコリス 珍しい白のリコリスも

　

８
月
２２
日
と
２４
日
に
学
童
保
育
に
お

い
て
も
の
作
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
都
賀
地
域
予
算
提
案
事
業
の
「
都

賀
子
育
て
支
援
事
業
（
子
育
て
支
援
課

担
当
）
」
で
す
。

　

合
戦
場
小
と
赤
津
小
で
は
日
立
栃
木

理
科
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
る
紙
ト
ン
ボ

や
紙
飛
行

機
、紙
コ
ッ

プ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
づ

く
り
、
家
中

小
で
は
、石

本
俊
光
さ
ん

の
ご
協
力
に

よ
る
身
近
な

草
や
紙
を

使
っ
た
遊
び

や
、と
ち
介

の
木
札
ネ
ッ

ク
レ
ス
づ
く

り
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

さくらんぼ学童保育（家中小） キッズ学童保育（赤津小）

げんきっこ学童保育（合戦場小）
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平
成
29
年
度
栃
木
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
！

　

１０
月
15
日
、
都
賀
市
民
運
動
場
を
会
場

に
平
成
２９
年
度
栃
木
市
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
都
賀
地
域

が
メ
イ
ン
会
場
で
あ
り
、
都
賀
市
民
運
動

場
周
辺
の
５
つ
の
自
治
会
（
中
新
田
、
橋

本
、
原
宿
上
、
原
宿
下
、
桜
内
）
に
ご
協

力
い
た
だ
き
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

宇
都
宮
市
を
震
源
と
し
た
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
各
自
治
会
の

方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
集
合
場
所

か
ら
徒
歩
で
避
難
場
所
で
あ
る
都
賀
市
民

運
動
場
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
避
難
行
動
要
支
援
者
（
け
が

人
）
が
一
緒
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
て
い
る
上
、
雨
の
中
の
訓
練
と
な

り
、
通
常
行
う
避
難
訓
練
よ
り
も
難
し
い

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
治
会
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
最

後
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
の
他
に
も
栃
木
消
防
署
員
に

よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
・
救
助
訓
練

や
消
防
団
員
に
よ
る
出
動
・
消
火
訓
練
、

消
防
団
女
性
分
団
等
に
よ
る
応
急
救
護
訓

練
、
市
職
員
に
よ
る
避
難
所
設
置
訓
練
や

広
報
訓
練
、
災
害
時
応
援
協
定
に
よ
る
物

資
搬
送
訓
練
、
さ
ら
に
自
衛
隊
及
び
日
本

赤
十
字
社
都
賀
支
部
に
よ
る
炊
き
出
し
訓

練
等
多
く
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
訓
練
で
は
、
特

殊
な
ド
リ
ル
が
使
用
さ
れ
、
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
で
し
た
。

　

ま
た
、
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
自
衛
隊

の
方
々
が
カ
レ
ー
を
、
日
本
赤
十
字
社
都

賀
支
部
の
方
々
が
白
飯
を
用
意
し
て
く
だ

さ
り
、
防
災
訓
練
参
加
者
で
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
俊
美
市
長
、
中
島
克
則
栃
木
市
議

会
副
議
長
の
挨
拶
を
最
後
に
平
成
２９
年
度

栃
木
市
総
合
防
災
訓
練
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

来
年
度
も
都
賀
地
域
内
に
お
い
て
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
防
災
に

対
す
る
意
識
が
よ
り
高
ま
る
よ
う
、
皆
様

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

倒壊家屋からの救出・救助訓練

雨の中の避難訓練

炊き出し訓練
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